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１　●ごあいさつ
副学長  沢田 康次先生
学生部長  吉田 旺弘先生
入試部長  小出 英夫先生

７　●特集／恩師からの便り
情報通信工学科　菊地 重昭先生
建築学科　 田代 侃先生

９　●設立 20 周年記念事業の総括報告
同窓会会長　秋元 俊通

９　●活躍する工大人
未来につなげる新しい技術　島田 信一氏
学生から教員へ　佐藤 篤氏
経済交流会 10 周年について　 森　育夫氏
駅づくり、街づくりへ　渡邉 英明氏
国際学会に初参加　加藤 嘉憲氏
人生一度は万博だ！　祖父江 治朗氏
考える工大人　鎌田 直樹氏

15　●工大人同窓会・座談会
 仙建工業株式会社

20　●インターンシップ体験記

26　●支部活動報告

 北海道支部
 青森支部
 新潟支部

28　●本学後援会との連携強化
 後援会副会長　長島 久雄氏

30　●教育振興資金事業計画の寄付募集について
 財務課長　古山 芳雄氏

31　◎同窓会からのお知らせ



　本学を卒業されて地域で

活躍されている同窓会・後

援会の皆様、われわれが直

面しているこの共通問題に

ついて機会あるごとに話し

合っていければと考えます。

当面、本学としては現在の

６学科１学部の体制がこの

ような社会状況にあってい

るか否か、本学の魅力をさ

らに高める方法は何か、に

ついて検討することが火急

であると認識し現在結論を

急いでいるところです。

　又、ハード面の魅力ある

学内環境整備を実現化する

ため、施設整備委員会が中

心となって次項目の整備も

進めています。

①新１号館（学生へのワンス

トップサービスの一元化

エリアの整備）建設

②それに伴う外構やバス停、

学生駐輪場などの周辺環

境の整備を逐次実施

③既存建物の新耐震基準を

　満たすリニューアル化

④学生食堂の改善及び二つ

のキャンパスを繋ぐシャ

トルバスの増便の早期化

⑤学生マナーアップも視野

　に入れたＩＳＯ取得

　本学は、上記のように地

域の発展に欠かせない大学

を目指す努力を続けたいと

考えていますので、同窓会

ならびに後援会の更なるご

協力よろしくお願いします。

２

　本年４月から将来計画 ･ 広

報担当の副学長を拝命しまし

た。本学同窓会と後援会の皆

様よろしくお願いします。

　「将来計画」と言いまして

も、現在の私学を取り巻く

状況は今年、来年を勝ち抜

かずして将来はありません。

東北地方の工学系大学、総

合大学の工学部への入学志

願者は、国立・私立を問わず、

少子化と理科離れの影響で

毎年平均的に約 10％減とい

う厳しい状況です。前から言

われていたことですが、全入

時代が目前に迫っています。

全入ということは買い手市

場ですから定員割れが頻繁

に起きることを意味してい

ます。

　この状況をわれわれ工大

人はどのように乗り切れば

よいでしょうか？ぜひとも

皆様のお知恵とご協力が必

要です。

　本学は昨年、地域社会に

とって必要とされる大学、

存在感のある大学を目指す

ことを明記した本学の理念・

教育目標を制定しましたこ

とはご存知のことと思いま

す。その線に沿いまして、従

来からの情報処理技術研究

センターを改組し、昨年４

月から「新技術創造研究セ

ンター」と「e ラーニングセ

ンター」を発足させました。

前者は『地域連携プロジェ

クト研究』や『tohtech サロ

ン』など東北地域において

他の大学に見られないほど

強力に地域産学連携を推進

していると自負しています。

これはまだ一例に過ぎませ

んが、他の大学も同じ状況

で奮闘している中で、明確

で判りやすい目標を発信し

大学にない本学の魅力を高

める必要があることはいう

までもありません。

　もうひとつは、これは高

校・大学だけの問題ではな

いということです。少子化・

理工系離れがこの勢いで続

くとすると、東北地方の企

業に就職する人材が十分供

給されないときが数年後に

やってきます。地域産学連携

の最重要課題はシーズ・ニー

ズの関係といわれています

が、さらに大事なのは人材

の供給です。これは今まで

存在しなかった新しい問題

なのです。仮に少子化は当

面仕方がないとしても、理

科離れはわれわれの手で何

とかしなければ、地域の将

来の発展は望めません。
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新任の挨拶と
大学の近況報告

副学長

沢田 康次（さわだ やすじ ）先生
2001 年４月　東北工業大学通信工学科 教授
2002 年４月　同　情報処理研究所所長
2002 年４月　同　広報委員会幹事
2004 年４月　同　副学長

ごあいさつ

写真・上／完成間近の新１号館外観（バス道路側から）
写真・下／新１号館内観（３階ロビーから１階を臨む）



　同窓生の皆様、ご協力あり

がとうございます。皆様のご

活躍を本学 PR として４月以

降積極的に活用させていただ

いております関係上、はじめ

に御礼申し上げたく存じます。

　

　他大学との差異を知りたい高

校生・その保護者・高校教員等

から「工大の売は？」と問われ、

「東北地方の技術者集団におい

て最強のネットワークを誇って

いる」と非常に効果的な返答が

できることは皆様方のおかげで

あります。本学教員の活躍もも

ちろんですが、同窓生のご活躍

は特に就職と密接に関連してイ

メージされるため効果絶大です。

　ところで、今手元に２年前

の工大人があります。その

冒頭で当時の田中正之副学長

が、「幸い本学は，２倍を超

える入試倍率で、まだゆとり

のある定員確保ができており

ますが、・・・」と書かれて

います。たった２年後の今回、

１年生は 765 名在籍（４月

時）してはいるものの、残念

ながらゆとりのある状況と

は言えなくなったことをお

伝えしなければなりません。

少子化と、近隣の某国立大工

学部の３月 30 日二次募集合

格発表に象徴される工学部

離れ（不人気）による影響

であり、高校生の価値観で見

た本学の競争力を一層高め

る必要性を感じております。

このような理由もあり、「就

職の強さ」と共にその根拠

でもある本学同窓生のご活

躍を積極的に PR していると

ころです。

　最後に、D 科の入試に関し

大きな変更点がありますの

でお伝えします。大学入試

センター試験利用入試にお

ける数学が必修ではなくな

ります。また、一般入試にお

いては、「数学」と同時刻に「国

語」も設定され、どちらかを

選択できるようになります。

これにより、例えば A 日程

では国語・英語・実技の３科

目での D 科受験も可能とな

り、デザインに興味がある文

系高校生が本学 D 科を志願

しやすい状況になりました。

　皆様方にとって頼もしい

後輩達が今後も卒業してい

く東北工大であり続けるよ

う、全力で入試部長の職に

当たりますので、「工大人パ

ワー」のご支援もよろしく

お願い申し上げます。

　今年４月から学生部長を担

当しています。どうぞよろし

くお願いします。

　本学ではいま『学生の目線

に立ったきめ細かい教育』を

推進しています。そうした

中、この４月から『ウエルネ

スセンター』を立ち上げました。

「ウエルネス」は疾病の有無に

関わらず、生き甲斐を持ち、

より良い人生を送るために自

分自身を高めようとするポジ

ティブな考え方・生き方を含

めた広義の「健康」を指します。

　最近、種々の事情で心の悩

みを抱えて保健室やカウンセ

リングルームを訪れる学生が

年々増えています。これらの

学生の悩みを聞き、適切に指

導して問題を解いていくため

には、新たな体制と全学あげ

ての取組が必要でした。昨年

度から常勤のカウンセラーを

迎えることができて、これま

で以上にきめ細かい対応がで

きるようになりました。

　『東北工業大学ウエルネス

センター』には保健室とライ

フデザインカウンセリング

ルームがあります。前者には

看護師と非常勤の医師、後者

にはカウンセラー（常勤と非

常勤各 1 名）と各専門学科お

よび二ツ沢キャンパスのふた

つのセンターの教員から選ば

れた支援相談員、そして非常

勤の精神科医が配置されてお

ります。これによって本学の

学生および教職員の疾病予防

ならびに身体的・精神的およ

び社会的に捉えた健康（ウエ

ルネス）の保持増進を図れる

ようになることが期待されて

います。

　本学に入学した学生諸君が

健康を保ちつつ安心して学

べ、良い師や友人・先輩・後

輩に出会い、多くの良い思い

出を作って本学を巣立って

いってほしいと考えていま

す。そのために我々は努力し

ますが、同窓生の皆様にもぜ

ひお力添えをいただきたいと

考えています。どうぞよろし

くお願いします。

３ ４

学生の
目線に立つ教育を

学生部長
吉田 旺弘（よしだ あきひろ）先生
1967 年　東北工業大学工業意匠学科　助手
1971 年　　同　講師
1976 年　　同　助教授
2003 年　　同（現デザイン工学科）教授
2006 年　　同　学生部長

ごあいさつ ごあいさつ

入試部長

小出英夫（こいで ひでお）先生
1962 年　静岡市出身
1990 年　東北大学大学院工学研究科土木工学専攻修了（工学博士）
1990 年　東北工業大学工学部土木工学科講師
1992 年　　同　土木工学科助教授
2005 年　　同　建設システム工学科教授
2006 年　　同　入試部長

「工大人」の
強いパワーを工大に！！

06 年 6 月 23 日、AED（自動体外式除細動器）実技講
習会
真剣な眼差しで臨む本学教職員



６

　東北工業大学に 39 年間在

職して、今年の 3 月に定年

退職しました。東北工業大

学 OB が工大人ならば、私も

工大人の仲間入りをしたこ

とになります。大学は卒業

したら縁が切れるものでは

なく、東北工業大学は工大

人の生涯の母校です ｡ 一人

一人の人生航路において情

報を得たり、エネルギー補

給、補修、安らぎのための

母港のようなものでしょう。

工大人はいつでも母港を利

用でき、また工大人の活躍

が母校に活力をもたらすこ

とになります。

　大学を取り巻く状況は少

子化、学力低下、理系離れ

など大きく変化しています。

最近の本学学生の活力が低

下していること、将来の仕

事への考え方（職業観）が

未熟になっていることも心

配です。豊かさとその歪み、

社会構造の変化、科学技術

の進歩にともなって学生に

とっても大学にとっても変

革が求められる難しい時代

です。

　大学を維持発展させる最

も大きな力は卒業生の活躍

ですから、工大人の実社会

での貢献や母校の教職員と

しての業績が母校を支える

ことになります。また、評

議員や理事として母校の運

営に有意義な参加をしても

らいたいし、多くの工大人

の力を結集して母校を支え

るために寄付行為にも期待

するところです。

　私の近況は建築学科の教

育からは引退して、現在は

本学の新技術創造研究セン

ターに客員研究員として身

を置いています。やり残した

研究開発の始末をしながら、

工大人と共同して自然エネ

ルギー利用の技術開発を行

うことなどの夢を描いてい

ます。この新技術創造研究

センター（8 号館）は昨年で

きた新しい組織で本学の地

域・産学連携の窓口にもなっ

ています。ここには工大人

の優秀なコーディネーター

が配置されていますので、全

工大人の母港としていつで

も気軽に技術相談などに訪

れてください。

　東北工大を定年退職して一

年余。現在、非常勤講師とし

て、若干のお手伝いをさせて

いただいている。ここでは、

工大在職四十年弱の思い出

の中から一つをご披露し、こ

の欄を埋める責めを果たした

い。

　漫画「鉄腕アトム」や「ド

ラえもん」の世界のように、

子供たちに向けた夢には、科

学技術の発展に伴い、既に実

現したものもある。作者たち

の先見的な目は、子供向けの

漫画などとあなどれないもの

がある。このような子供の夢

を叶える科学技術の発展があ

る一方、自己破滅を来たすほ

どの破壊力を持つ危険な兵器

を生み出したり、大量消費に

よる資源の枯渇を促す結果を

招いたりするような、また、

大量の汚染物質を排出し環境

破壊をもたらす科学技術の発

展もある。

　そんな現実に直面し、私

は、二代目学長、故内田英成

先生の卒業式での祝辞を思い

出す。今から三十数年前のこ

と、蛍雪の功成り、技術者と

しての門出を迎えた、卒業生

に贈った言葉、「技術者とは、

神を代行する者。諸君の多く

は、その技術者になる。心せ

よ！」である。

　学長は、「神を代行する」

の意味を説明していない。私

にとって、それは一つの謎解

きになった。万能の神には、

物を創るのに不可能はなく、

如何なるものも創造できる。

神に代って如何なる物も創れ

るような技術者を目指せ、と

いうのでは、人間のごう慢を

助長するものでしかない。

　当時の日本は、高度成長の

時代にあり、国民はみな、よ

り良い暮らしを目指してまっ

しぐらだった。テレビ、冷蔵

庫、車など、工業製品の製

造分野が好調で、技術者た

ちはもてはやされた。テクノ

ロジー ･ アセスメントの考え

は、まだほとんどなかった。

こんな時に、先を見通し、世

に害を及ぼすような物の開発

は、断じて行わない、という

抑制の意志を併せ持つ創造こ

そを、神に代ってなす技術者

たるべく研鑽せよ、と学長は

若者たちを激励したのだと私

は思っている。
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情報通信工学科
菊地 重昭（きくち しげあき）先生
1937 年　仙台市出身
1962 年　東北大学工学部卒業
1968 年　東北工業大学講師
2004 年　　同　　　　教授　定年退職

特集 恩 師 か ら の 便 り

神を代行する者

元　建築学科
田代　侃（たしろ かん）先生
1938 年　岡山県出身
1966 年　東北大学工学部　卒業
1967 年　東北工業大学助手　就任
2006 年　　同　　　　教授　定年退職

母校は母港



　工大を卒業して早 35 年に

なります。卒業して３年後に

会社を立ち上げてから、まさ

に駆け足で過ごしてまいりま

したが、お客様やメーカー

様、社員など周りの方々の御

協力、ご指導を得て、何とか

32 年間やってくることが出

来ました。

　システムズは、映像・音響・

通信等各種システムの、提案・

設計・施工・保守を主に行っ

ており、特に防犯監視、映像

制作、教育支援の分野の仕事

を多く手がけています。

　当社では、初の全国規模

の展示会への参加というこ

とで、昨年 10 月に東京ビッ

グサイトで行われた「危機

管理産業展 2005」に出展い

たしました。出展企業は 200

社を越え、３日間で延べ３万

人以上が訪れるという大イベ

ントの中で、当社も映像監視

における自社オリジナルソ

リューションを、全国に向け

紹介することができました。

　また、システムズとして力

を入れて推進しているシス

テムが、「緊急地震速報装置」

です。ご存知のとおり日本は

地震大国。この装置は、本格

的な地震の揺れがくる前に、

何秒後にどれぐらいの震度の

地震がくるかという情報を、

学校や事務所、一般家庭に伝

送するというものです。この

システムが普及すれば、近い

将来発生が予想される宮城県

沖地震においても、被害を相

当程度防ぐことが出来ると期

待して、当社も共同開発に参

画しているところです。

　新しい技術は、未来の私達

に、幸せと快適さをもたらす

ものと信じています。その中

で当社も、ブロードバンド環

境・デジタル化の推進等に

よる技術革新の波に乗り遅

れぬよう、常に最新の情報を

キャッチし、技術レベルの向

上に注力していきたいと思っ

ております。

　それでは、工大の益々のご

発展と、同窓生の皆様のご活

躍を心からお祈り申し上げ

ます。

　本会の悲願とした全学同
窓会の設立から早いもので
20 年が経ち、節目とする各
種の記念事業を会員の方々
ならびに大学当局をはじめ
とする多くの皆様のご協力
を得て実現することができ
たことに心よりの御礼を申
し上げます。
　本記念事業の趣旨は、「会
員間相互のネットワークを
高める」、「本学ならびに本学
後援会との更なる強い連携
と在学生へのきめ細やかな
継続支援」、「本会の存在を示
す新たなるメッセーの発信」
であり、今後もこのスタン
スを継続してまいる所存で
おります。
　記念事業の第一に記録し
ておくべきことは、国際的
にご活躍の本学学長・理事
長の岩崎俊一先生と同じく
国際的憲法学者の樋口陽一
先生による「科学技術と文
化」をテーマとする理系と
文系の異質と思われる両巨
頭の対談が実現できたこと
です。新しい物事を組み立
てるためには常に歴史から
学びつつも、実践を通して
先見性を如何に高めること
が必要かを学び取ることが
できたことと、質の高いメッ

セージをメディアを通して
社会に示せたことも誇りに
思うところであります。　
　更に、次世代に繋げること
を主目的とした「記念冊子」
も無事完成にこぎ付けるこ
ともできました。これらの
ことは、本企画に賛同いた
だいた多く皆様のご協力が
あって成し得たことであり、
改めて感謝申し上げる次第
です。
　現在、本学はソフト・ハー
ド両面に亘り質の高い姿を
求め、会員皆様方にとっても

「誇れる東北工業大学」にな
ろうと、大きく羽ばたこうと
しております。また、この 4
月より、大学および後援会
のご協力を得て、同窓会事
務局に専従者を配置するこ
ともできました。これらに
よって、会員の皆様方との
ネットワークを今まで以上
に高める所存でおりますの
で、今後とものご理解とご
支援をお願い申し上げます。
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ご報告

同窓会設立 20 周 年
記念事業を終えて

同窓会会長
秋元 俊通（あきもと としみち）
1949 年　仙台市出身
1975 年　土木工学科卒
　　　　（5 回生・都市計画研究室）
現　 在　株式会社秋元技術コンサルタンツ
　　　　代表取締役

株式会社　システムズ　代表取締役
島田 信一（しまだ しんいち）氏
1948 年　仙台市出身
1971 年　電子工学科卒業（４回生・大野研究室）
　　　　 東北電気工事（株）（現ユアテック）を経て
1974 年　（株）システム産業設立
1994 年　（株）システムズに社名変更

未来につなげる
新しい技術

工 大 人活躍する

危機管理産業展 2005 に出展

緊急地震速報装置「デジタルなまず」設立 20 周年記念対談



　東北工業大学経済交流会が

平成９年 5 月に発足してか

ら、今年で 10 周年を迎えま

した。会員数も 60 人と年を

重ねるごとに多くなってきて

おり、会員間の交流も高まっ

てきております。

　併せて、東北工業大学経済

交流会の千田隆志会長が、今

年から本学の評議員に任命さ

れた事は、大変喜ばしい事で

す。従って、経済交流会とし

てもこれまで以上に工大に対

するミッションを高めること

が不可欠なことと言えます。

　最近は、特に同窓会との交

流を深め、お互いに工大が発

展する様、全面的協力を約束

しています。

　経済交流会の定期的行事と

しては、本学の質の高い教授

陣をお招きしての学習会等を

行ってきておりますが、今年

の 12 月には、毎年恒例となっ

ているクリスマス会と合わせ

て、10 周年特別事業を盛大に

執り行なう予定でおります。

現在、10 周年記念事業の実現

に向けて、大学当局・同窓会・

後援会・高校同窓会及び後援

会等のご協力を得られますよ

う、役員一同、協力して計画

を進めています。

　今後、工大の同窓生が一人

でも多く経済交流会（ちょっ

とだけハードルがあるのです

が）に入会していただけるよ

う、努力していきたいと思っ

ております。

　最後になりますが、昭和 56

年 12 月に現会社を設立して

25 年経過しました。工大卒

業生が３名在籍し、今後も 3

名の OB 社員と共に工大人と

して少しでも世の中の為に貢

献していきたいと思っており

ます。

 　私が工大に入学したのは、

ちょうど平成元年のことで

す。当時は、二ツ沢キャンパ

スもなく、大学院もなく、中

庭や校舎の様子も今とは大

きく違いました。しかし、当

時と今とで何が一番変わっ

たかと聞かれれば、それは私

自身の立場です。私は、現在、

環境情報工学科の講師とし

て、今度は学生ではなく教

員として工大に籍を置いて

います。( 写真 : 佐藤研究室 )

  私は、学部から大学院まで

一貫して工大で学んできま

した。つまり、工大で受け

られる全ての教育を受けた

学生はこうなるという一例

が私ということになります。

ただし、全く社会に出ていな

いわけではありません。メー

カーや研究所に勤務したこ

ともあります。工大で取得し

た学位を背負って世の中に

出た感想はどうかというと、

決して悪くはありません。努

力さえすれば、工大生は技

術者としても研究者として

も十分に活躍できるという

ことを知らされました。

  工大の歴史上、後にも先に

も私だけということが一つ

だけあります。それは、私

が工大の第 1 号博士である

ということです。そのこと

を考えるたびに、いつも頭

をよぎるのが、「自分ができ

たこと」＝「工大のドクター

ができること」になるとい

うことです。誰に頼まれた

わけでもありませんが、そ

んな使命感や責任感を勝手

に持って、今は教育・研究

に取り組んでいます。

  学生時代、全く教員になる

予定のなかった私にとって、

教育という仕事は、毎日が

苦労の連続です。しかし、

私には、どんな経験豊富な

先生も持ち合わせていない、

学部と大学院を工大で過ご

したという経験があります。

これからの長い教員生活で

は、工大生がどこまでできる

のかがよくわかる立場の人

間として、学生の力を 100%

引き出してあげられるよう

な指導を心掛けていきたい

と考えています。

  最後になりますが、同窓会

の皆様には、ぜひ我々が育

てた学生達を、今度は社会

の先輩として見守っていた

だければ幸いです。
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学生から教員へ
工 大 人活躍する

森勇建設株式会社　代表取締役
森　育夫（もり いくお）氏
1947 年　青森県生まれ
1971 年　建築学科卒（2 回生・斉藤研究室）
東北工業大学経済交流会　幹事

工 大 人活躍する

東北工業大学
経済交流会
10 周年について東北工業大学 環境情報工学科講師 

佐藤 篤（さとうあつし）氏
1970 年 北海道苫小牧市出身
1993 年 東北工業大学通信工学科 卒業
1995 年 　同　　大学院修士課程 修了
1995 年 日本電気 ( 株 ) 入社 (1996 年 退職 )
1999 年 東北工業大学大学院博士後期課程 修
了
1999 年 理化学研究所フォトダイナミクス研究センター 入所 (2001 年 退職 )
2001 年 東北工業大学環境情報工学科 助手

クリスマスパーティ風景



　（財）日本気象協会に入社

して 29 年になりました。大

気環境影響調査のための気象

調査に 10 年、ラジオやテレ

ビ気象番組出演に5年携わり、

現在はダム管理向け降雨予測

と除雪作業向け雪氷予測のシ

ステム開発をしています。

　わが国では、1990 年のい

わゆる『スパイクタイヤ規制

令』以降、積雪寒冷地におけ

る冬期道路管理は、きめ細か

な路面管理が重要な課題と

なっていました。適切で効率

的な散布作業を実施するた

め、路面温度の変化を事前に

予測できるシステム開発が求

められました。そこで「凍結

抑制剤散布における路面温

度予測システム」を開発し、

2005 年に特許を申請しまし

た。

　路面凍結を予測するには、

路面温度の変化を的確に予測

するメカニズムがキーポイン

トになります。地球が太陽か

ら受ける熱量と宇宙空間に出

て行く熱量を物理的に計算す

る方式、ならびに交通量と車

両から排出される熱量を予測

式に含めた点が新技術となっ

て特許申請の対象となったわ

けです。路面温度予測システ

ムは従来の手法に比べて路

面温度の予測精度が約 20 〜

30％高くなりました。この路

面温度予測システムの結果は

仙台市や国交省を通して除雪

業者に渡り、除雪作業効率化

の一役を担っています。

　路面温度予測システムと

除雪作業現場における利用

実態を今年（2006 年）3 月

にイタリア・トリノで開催

された「国際道路気象学会

（PIARC）」で発表しました。

国際学会での英語による発表

は困難と緊張の連続でした

が、終了後の充実感は貴重な

経験なりました。

　今後も気象予測精度を高め

るシステム開発とともに質の

高い気象予測情報を提供して

いきたいと思っております。

　最後になりましたが、工大

の皆様方と卒業生の皆様のま

すますのご活躍とご発展を心

よりお祈りいたします。

　私は 1976 年に国鉄に入社

し、半年の研修期間を経て、

仙台新幹線工事局に配属と

なり、その直後から仙台駅の

設計に携わりました。勿論

駅舎の実施設計などは初め

てのことであり、その後も

含めて多くの先輩の皆様に

サポートしていただき、駅

舎や駅ビルなどのデザイン

を中心とした業務に携わっ

て参りました。

　時は経て、1987 年には国

鉄改革により新会社が発足

し、私はＪＲ東日本の採用に

なり、新たなスタートとな

りました。現在、ＪＲ東日

本仙台支社にて企画部門を

担当しておりますが、これ

までの勤務地は主に仙台と

東京の往来で、はや 20 年が

経過しようとしております。

　この間、駅づくりや駅前広

場を中心とした駅周辺整備

計画、リゾート関連計画や

商業施設計画、そして鉄道

高架化などの都市計画事業

と相俟った、いわゆる街づ

くりに関連する多くの業務

に携わって参りました。こ

れらの業務を進める過程に

おいては、様々なフィール

ドで本学の先生そして先輩

の皆様などにご支援をいた

だいていることは言うまで

もありません。

　現在、仙台支社にて企画

部門を担当していることか

ら、支社での経営計画や設備

投資計画のほか、社外フィー

ルドでの関わりも多く、地

域の皆様との連携により地

域の活性化などについても

多く関わる業務に携わって

おります。そして、このよ

うな業務や様々な方との邂

逅を経て今日に至っており

ますが、このプロセスにお

いて構築されたヒューマン

ネットワークは私の至上の

財産と自負しております。

　今後も多くの本学同窓の

皆様と連携を密にしながら、

相互に更なるネットワーク

が進展し、併せて本学の益々

の発展に少しでも貢献でき

ますよう努力して参りたい

と思います。
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東日本旅客鉄道（株）　仙台支社　企画部長
渡邉　英明（わたなべ ひであき）氏
1953 年　宮城県亘理町出身
1976 年　建築学科卒（７回生・材野研究室）
　　　　日本国有鉄道入社
1987 年　東日本旅客鉄道（株） 東北地域本社
 2004 年　現職

駅づくり
街づくりへ…
さまざまな邂

か い こ う

逅を経て

工 大 人活躍する

（財）日本気象協会東北本部
加藤 嘉憲（かとう よしのり）氏
1954 年　宮城県大河原町出身
1977 年　土木工学科卒業（７回生　盛合研究室）

（財）日本気象協会東北本部入社

工 大 人活躍する

国際学会に初参加



　環境情報工学科が初めて

卒業生を送り出したのが

2005 年 3 月。私はその卒業

生の一人として、本学を卒業

しました。卒業後は、NPO

法人水環境ネット東北で働

いております。

　NPO。最近よく耳にする

言葉ですが、NPO とはなん

でしょうか。NPO ＝ Non-

Profit Organization。つま

り「非営利組織」を意味し

ます。非営利組織と聞くと、

利益を得ない組織と思われ

がちですが、利益を得ても何

ら問題はありません。ただ、

それを株式会社のように株

主に配当という形ではなく、

次の活動や事業に投資する

のです。

　NPO 法人水環境ネット

東北では、東北地方を主な

フィールドとして自然体験

活動やワークショップ、意

見交換会、地域交流会、河

川清掃活動などさまざまな

活動を行っています。「ひ

と」と「ひと」との交流

の中から、水環境の保全

及び創造を図り、持続可

能な社会づくりを目指し

ています。

　私がこの仕事をしながら

感じていること、それは「誰

かにやらされている仕事で

はなく、自分がやっている

仕事」ということです。「何

をしたいのか？」「どうした

いのか？」「どうすればいい

のか？」仕事をしていると、

自分への問いかけがたくさ

んあります。そしてその度

に、自分で考えたり、周囲か

らアドバイスをもらいなが

ら進んでいくのです。また、

私の職場では自分で仕事を

見つけたり、仕事をつくる

ことも多いのです。自ら考

え、仕事をすること。これ

は NPO で働く特徴の 1 つだ

と思います。本学で学んだこ

とを土台として、考える工

大人になっていきたいです。

　それでは工大の皆様方と

卒業生の皆様の益々のご活

躍を祈念して終わりと致し

ます。

　工大に入学をする前年の

1970 年３月、日本初の国際

博覧会 ( 大阪万博 ) が開催さ

れ、私は、事前知識もなく数

多くのパビリオンを見て回っ

た記憶が残っています。しか

し、この約 6,400 万人を動員

した過去最大の国際博が、そ

の後の日本経済に大きな影響

を及ぼし、自身の進路にも大

きな影響を及ぼしたことは言

うまでもありません。

　それから、35 年後の 2005

年 3 月、ここ愛知県で 2005

年日本国際博覧会（通称：愛・

地球博、以下愛知万博）が開

催されました。

　私は、営業からプロモー

ション室に異動になった

2001 年から閉幕の 2005 年

９月までの約４年間、この愛

知万博の様々な業務に係わら

させて頂きました。当然、35

年前に自分がこのような立場

で、万博に関係するとは、想

像もしませんでしたが・・。

　大阪万博のテーマは「人類

の進歩と調和」、愛知万博の

テーマは、「自然の叡智」「地

球大交流」、まさに人類は進

歩を遂げたあまり、調和を忘

れ、地球そのもの、人そのも

のを考える時代の万博だった

訳です。当然、電通の業務も

35 年前とは、大きく異なり

ました。作るだけ、魅せるだ

けで評価を得えられた時代か

ら、企画から施行、運営に至

るまで、「地球への環境」「人

への環境」を細心に配慮した

業務推進が求められ、あらゆ

る面で環境万博の思想が浸透

していました。

　そう言った意味では、ディ

スプレイ業界においても愛知

万博は、大きく変革を迫られ

た万博ではなかったかと思い

ます。

　愛知万博の入場者数は、約

2,200 万人。大阪万博の入場

数には、はるかに及びません

でしたが、今、地球環境を考

え、人の暮らし、人との交わ

りを考える万博として、大成

功であったと思います。

　そんな愛知万博に直接的に

係わりがもて、様々な経験が

できたことは幸せの一語です

が、工大で学ばせてもらった

からこそ、実現できたことと

自負しております。やはり、

「人生一度は万博だ。」です。
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株式会社 電通 中部支社　プロモーション室長
祖父江 治朗（そぶえ はるあき）氏
1952 年　愛知県名古屋市出身
1975 年　工業意匠学科卒（5 回生・角田研究室）
1975 年　商工美術（株）入社
1980 年 （株）むつわ企画入社
1982 年　フリー
1985 年 （株）電通中部支社入社
2001 年　現職

工 大 人活躍する

特定非営利活動法人 水環境ネット東北
鎌田 直樹（かまた なおき）氏
1981 年　宮城県岩沼市出身
2005 年　環境情報工学科卒（１回生・近藤研究室）
現　在　特定非営利活動法人 水環境ネット東北

考える工大人
工 大 人活躍する

人生一度は万博だ！



小鹿： JR 関連の工事が多い

ということ。中でも災害緊

急時の機動力は東北一です。

また、当社には各所長たち

の体験発表会がありますし、

特殊な工事などは全部ビデ

オに撮って記録し、安全な

輸送のために備えています。

鴻巣：入社２年目のとき、仙

山線奥新川 - 山寺間の JR の

線路が３万 m3 の土砂で埋ま

る災害がありました。

　山中の復旧作業は大変な

工事でしたが、中でも印象

的なことは線路復旧のため

の生コン輸送。レール上を

走る JR 特有のモーターカー

という台車を利用しました。

当時の所長の判断能力はす

ごかったし、チームワーク

も良かったですね。

伊深：当社が一番力をいれ

ているのは、そういった現

場 に 対 応 で

き る 人 材 育

成です。1 年

生 か ら 所 長

ク ラ ス ま で

教 育 研 修 を

行 っ て い ま

す。

鴻巣：責任のある立場にな

ると、決断一つが大事故に

つながるかも知れないし大

成功になるかも知れないで

すから。

伊深：当社の社長の意向は、

指示待ち人間になるな、ロ

ボット人間になるな、正直に

生きろ、全社営業マンたれ！

というものです。

　当社には部門を超えた繋

がりがありますし、言いたい

ことが言える社風がありま

す。それは仕事の利益にも

つながることですが、10 人、

30 人が同じ情報を共有する

環境にあるということです。

　また、当社では平成 10 年

から業務評価制度を取り入

れており、仕事以外でどれ

だけ頑張ったかが評価され

ます。それによって最近は

すごく優秀な人材が増えて

きました。主体性、リーダー

シップを養うために仕事以

外の環境づくりが大切です

ね、やはり企業は人ですか

ら。

伊深：私も学生時代は野球

を や っ て い

た の で 会 社

の 野 球 部 に

入 部 し、 建

設 業 界 の 大

会 に 出 場 し

ま し た。 そ

う い う 場 が

あったので、

他 の 部 署 と

の交流もスムースでした。今

はフットサルをやっていま

す（笑）。

　一つの現場だと社員が数

名しかいませんが、このよ

うな交流機会があると顔が

広くなります。でも最近は、

仕事とプライベートと割り

切っている若い社員が増え

てきて、自らの幅を広げる

チャンスを逃しているよう

で残念です。

■ 社会の中で、工大の価値
や存在感を感じたことはあ
りますか？
鴻巣：入社当時、私は役所

の方から「工大出身者は専

門大学だからいいね」と言

■ まず、会社概要と自己紹
介をお願いします。
小鹿：仙健工業は昭和 17 年

に鉄道施工会社として創設

され、その後総合建設業に

なる。営業エリアは主に青

森、岩手、宮城、

福島になりま

した。業務は、

鉄道関連工事、

官公庁、民間

の３ブロック

ですが、全体

の 6 割 以 上 が

JR 本体と JR 関連工事で、

土木、建築、線路の工事比

率が各 3：3：4 です。

　現在の従業員数は JR 東日

本ＯＢ、出向者等約 400 名

を含んで 800 名。総売上目

標は 300 億円です。当社の

場合は安全第一の特殊な線

路工事ですので、保守用に

配置する人数が一般の建設

業より非常に多いのです。

　私は昭和 52 年に入社しま

した。その頃はオイルショッ

クで建設業が低迷していま

したが、当社は新幹線工事

で右肩上がりの状況でした。

菅原：私は卒業と同時に中

央の企業に就職し、平成２

年に帰仙して当社に再就職

しました。

伊深：私の就職時はバブル

期。その時代の建設業は３K

などと言われた時代です。

鴻巣：我々の時代はバブル崩

壊期で、就職は狭き門。私

は試験を受けて当社に入社

しました。

小鹿：昔は、大学の学科長

推薦で社員を採用していま

したが、平成３年からは正

式に就職試験で採用するよ

うになりました。以来、工

大出身者は現在約 60 名にも

なりました。

豊田：私は建築学科出身で

すが、今は建築とは無関

係の、経営企画部システ

ム室に所属しています。

滝川：入社時には高速道

路工事の現場、その後は

陸橋の耐震補強工事の現

場などを経験して、今は

本社業務で設計積算課に

異動したばかりです。
■ 仙建工業の特色は？
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小鹿 信弘氏 菅原 正幸氏

必要なやる気、
感動、協調性。
工大とも協調を。

仙建工業株式会社
（仙台市青葉区）

＜出席者＞
小鹿 信弘氏／本社営業部 次長
　　1977 年建築学科卒・四戸研究室
菅原 正幸氏／仙台鉄道支店仙台西鉄道建築作業所 所長
　　1987 年建築学科卒・長谷川研究室
伊深 佳典氏／本社土木部土木課 課長
　　1990 年土木工学科卒・阿部研究室
鴻巣 知史氏／仙台鉄道支店涌谷鉄道土木作業所 所長
　　1993 年土木工学科卒・小出研究室
豊田 公次氏／本社経営企画部システム室 主任
　　1997 年建築学科卒・志田研究室
滝川 笑子氏／仙台鉄道支店鉄道工事部鉄道土木設計積算課
　　2003 年土木工学科卒・村井研究室
＜聞き手＞
榎本 　幹 ／本学電子工学科教授
　　　　　  1968 年電子工学科卒・１回生
菊地 良覺／本学デザイン工学科助教授
　　　　　 1976 年工業意匠学科卒・6 回生

座談会工大人

東北新幹線試運転を控えての工事

伊深 佳典氏



われました。それは先輩方

の実績があったからであり、

工大出身と言うだけで認め

られました。これほど嬉しい

ことはありませんでしたし、

その後の励みになりました。

菅原：私が中央の企業に就

職したとき、全国から集まっ

た同期の新入社員は 40 人く

らい。その中で私は、“工大

を背負っている”という覚

悟で１番になってやろうと

思って頑張りました。私がそ

の会社を辞めようとしたと

き、当時の部長や取締役に

考え直すよう説得されまし

た。そのとき “工大を背負っ

ている”と思って仕事をやっ

てきた成果を認めていただ

いたのかなと実感しました。

■ 人と人、仙建工業と工大
とのつながりについて感じ
ることはありませんか？
小鹿：私は工大野球部出身で

すが、入社にあたって先輩か

ら聞きました。昔は、人と人、

企業と大学とのつながりが

深かったですね。今は、こう

したつながりは希薄になっ

てきているので、入社しよ

うとする学生は当社がどう

いう仕事をする会社なのか、

ほとんど分からないのでは。

伊深：当社は現場管理がメ

インの仕事ですが、設計や

積算をしたくて入社した社

員がほとんどです。

豊田：私もそのひとりです。

設計希望でしたが、入社し

たころは当社に設計部があ

りませんでした。現在当社

には設計部があり、私は今、

他分野のシステムの仕事に

就いています

が、充実して

います。

伊深：当社の

女性は結婚し

ても会社を辞

め ま せ ん よ

ね。

小鹿：女性技術者は 10 人く

らいいますが、そのうち工

大卒業者は 5 人です。

滝川：“女だから”と言われ

ないように、自己主張はし

ます。当社は面白い会社で

すから入社すると積極的に

なります。

鴻巣：滝川さんはどこでも通

用するような人材です。向

上心もあるので、現場以外

に異動してもそれなりに出

来るはず。で

も、最終的に

彼女が身を納

めるところは

現場、現場が

似合います。

滝川：私は今

までの現場で良

い所長に恵まれ、いろいろ

教えていただきました。そ

れに応えたいと思っていま

す。ウチの上司は尊敬でき

る、あたたかい人ばかりで

すから（笑）。

豊田：彼女が入社１年目の時

の数カ月間、一緒に仕事を

しました。その時の彼女の

印象は、他の人と能力が違

うわけではなかったのです

が、確かに発するモノが違っ

ていましたね。

小鹿：当社は現在多角的な事

業をやっていますが、その

中で専門以外の才能が必要

になります。伊深君は土木

部からスタートし、企画部

で才能を発揮しました。そ

ういう才能を見出されて土

木部に戻ると、また違った

モノが見えてくる。それを

前向きに受けとめているこ

とがすごいと思います。

　鴻巣君の場合は、現場を

経験して指導力があること

が分かりました。豊田君も

才能を見いだされて考え方

が前向きになってきました。

当社の工大人はみんなそう

いう面があります。リーダー

が多く、バランス感覚が優

れています。これだけ工大

人が活躍する会社は、他に

ありませんよ。

■  現役学生に対するアドバ
イスをお願いします。
鴻巣：学生時代にやってき

たことが社会人になると通

用しません。必ず壁にぶつ

かります。それを乗り切れ

るだけのモチベーションや

やる気が大事です。

菅原：仕事は待っていては

ダメです。向上心が必要だ

ということです。

滝川：女子学生へのアドバ

イスも、やっぱりやる気で

すね。

小鹿：昔からサラリーマン社

会には“やる

気、感動、協調”

というのがあ

ります。やる

気は覇気、前

向きな心、感

動は素直な心。

そして、協調性

を持っていないと組織では

生きられないということで

す。

伊深：そういう積極的な人だ

けの集団では心配もありま

す。おとなしい人でも、芯

の強さを持っている人たち

は最終的に組織として融合

できます。

小鹿：会社組織はそのよう

な人事のバランスも考えて

います。事実、そういう人

事効果は出ています。

　例えば、現場の所長とい

うのは、自分の現場だけやっ

ていれば良いのではなくて、

周りから情報を取って仕事

も獲得していかなければな

らない。会社はそういう人間

関係や経営感覚のバランス

が取れた人が欲しい。当然入

社した時点ではそれはわか

りませんが、５年から 10 年

で出世に差が出てくるのは、

そのバランス感覚の差です。

豊田：私は、仕事を仕事だ

と思ってはいけないと思い

ます。仕事は自分を成長さ

せてくれる糧です。

　私が新入社員の頃は仕事

がなくて、私だけ事務所待

機ということもありました。

その後、何度か他社に出向

した際、出会った上司に、「好

きこそモノの上手なれ」と

いうことを言われ納得しま

した。「仕事は自分から切り

開いていくモノ」という自
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鴻巣 知史氏

豊田 公次氏

土木学会東北支部技術賞を受賞したくりこま高原駅

滝川 笑子氏



　３年の夏、ちょうど夏もも

う直ぐ終わりを告げる頃…私

は（株）エフ・ディー・シー

に２週間のインターンシップ

を体験してきました。私はイ

ンターンシップを通して実際

に企業の活動内容を理解する

とともに実社会での適応力を

養おうと考えました。

　実習初日、社会人としての

心得やマナーについて学び、

少しずつ会社の雰囲気にも慣

れてきた頃、企業の会議を体

験しました。初めての会議は

緊張感のある雰囲気の中、エ

ンジニア一人ひとりの意見が

飛び交いとても活気があり新

鮮だったのを今でも覚えてい

ます。そして次の日から今回

の実習の本題でもあるホー

ムページの作成を行いまし

た。私は事前にＨＰ作成を予

習しておいたため、製作には

スムーズに取り組むことがで

きました。さらにデータベー

スを取り入れるなど様々な技

術を吸収することができまし

た。

　この他にもとても貴重な体

験をすることができました。

今回のインターンシップで企

業の活動内容だけでなく社会

人としてどのような能力が求

められているかを学ぶことが

できたと感じています。そし

て、一番の収穫は将来に向け

ての明確な目標を見出すこと

ができたことです。この経験

は現在の就職活動をする上で

も、とても役立つことばかり

でした。このような企業の雰

囲気や技術を実際に肌で感

じることのできるインターン

シップを後輩たちにももっと

活用して、自分の将来に向け

ての明確な目標を見つけて欲

しいと思います。

分を高める気持ちがないと、

どこに就職してもやってい

けません。

■ 最後に、大学への要望を。
小鹿： 6、7 年前までは工大

の先生方と交流がありまし

たが、正直言って最近の対応

は事務的。学生自体も、年々

目標や目的がはっきりせず、

モチベーションが低くなっ

てきています。

伊深：工大にはコンクリート

界の大御所の先生もいらっ

しゃいますが、当社とのつ

ながりはありません。当社

は技術向上のために、工大

は実践経験の提供など、工

大との密接な関係が築ける

と思います。

　大学も、今後は一般企業

同様に他との競争になりま

す。つまり、生き延びるた

めに今のうちにどれだけ担

保できるか、今、継続して

やっていかなければならな

いことがあると思うのです。

私たち工大人としては、工

大が離れていくようで寂し

いです。

小鹿：当社がオーナー工事

したスポパーク松森（仙台

市泉区松森）が地震で被害

に遭いましたが、その時に

は工大の先生方に非常にお

世話になっています。

　当社は地場の企業として、

やはり地場の工大ともっと

協調したいですね。我々も

企業ですから、仕事の受注

も含めて。当社は工大から

多くの卒業生を採用してい

る実績もありますので、ぜ

ひ考慮して欲しいですね。

　当社内に工大同窓会職域

支部をつくってはどうか、と

いう話は２年程前からあり

ます。実際、当社には工大

会という同窓組織があって、

この 6 月 30 日に工大会総会

を行います。各幹事と相談協

議し、工大と企業、先生方

と卒業生とがいい関係を持

ち続け、共に成長していき

たいですね。我々が大学を

サポートするだけではなく、

将来工大の後輩たちが入社

して当社を支え育てていく

ことになるのですから。

■ありがとうございました。
取材日：2006 年６月 12 日
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ひと夏の思い出…

インターンシップ体験記

通信工学科
海野　浩司さん

（株）エフ・ディー・シー

後列左から、榎本（本学電子工学科学科長）、鴻巣、豊田、菅原、菊地（本学同窓会運営委員長）高橋（本学同窓会事務局）
前列左から、滝川、井深、小鹿の各氏



　私はインターンシップで「デ

ザインアートセンター」とい

う主に商業施設施工を手がけ

ている会社へ行ってきまし

た。場所は東京、期間は夏休

み中の約 2 週間。主に現場で

の作業に参加させていただき

ました。

　現場は池袋の東部百貨店、

そのワンフロアーにわたり店

舗改装しているところで、養

生作業や什器の搬入などを手

伝いつつ図面から実際にでき

る様子を生で見ることができ

ました。そこの現場には完成

するまで参加させてもらった

のでクライアントとのやりと

りなども垣間見ることができ

ました。

　現場にはクライアントの

ショップのオーナーもたまに

来ており指示を出したりして

いました。例えばレンガ調の

タイルを貼り付けている壁が

あったのですが、それに対す

る指摘があって「目地が太す

ぎてレンガが積んであるよう

に見えない」「壁にくっつけ

ているようにしか見えない」

といった指摘で、これにはす

ごく共感しました。確かに実

際貼っているだけなのですが

それを積んでいるように見せ

るか貼っているだけに見せる

かの違いが、目地の数ミリの

差によって変わってきます。

おそらく一般の人にはわから

ない違いなのですがそういっ

た細部もこだわることがデザ

インの質を高めることにつな

がるのだと知らされました。

　そして何より現場の人の話

を聞けたことが勉強になりま

した。そこで働いている工大

の先輩をはじめ現場監督や大

工の方々、一緒にインターン

シップに参加していた東京の

学生など、休憩中に雑談した

話が一番深い内容だった気が

します。

　夏の暑い時期で大変な面も

多 あ々りましたが、学生は基本

的に実社会とのつながりがあ

まりないためこういった経験

は大変貴重だと思いました。

　今回インターンシップを受

け入れて頂いたデザインアー

トセンターの方々には、お忙

しい中、私たち学生の面倒を

見ていただきまして本当にあ

りがとうございました。
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　　　インターンシップ体験記

　これが、インターンシップ

に参加した理由でした。３

年後期から配属される研究室

に入ることや就職の決定に向

け、興味があった設計事務所

での実習を希望しました。

　実習先は（株）佐藤総合計

画東北事務所で、2 週間設計

業務全般を体験するという機

会に恵まれました。

　実習初日から実際にクライ

アントに見せる模型つくりを

行いました。模型以外にも資

料収集・ＣＡＤを用いての図

面作成等を行い、設計事務所

の業務が設計以外にも数多く

存在することや、クライアン

トから頂いた仕事を完璧にこ

なす為情報収集を行っている

事を実際に体験することが出

来ました。

　事務所内での作業の他に、

実際の施工現場にも同行させ

てもらいました。施工が円滑

に進むようにと社員の方々が

監理を行っており、事務所で

の計画のあと現場で会議を重

ねており、何時間にも及ぶ会

議はモノ作りに妥協を許さな

い建築家としての姿勢を

垣間見た時でもありまし

た。

　学内では設計をするだ

けで終ってしまいますが、

建築とは設計から施工ま

でトータルに考えて計画

を行う事が必要になるこ

とを現場で学べた事は大

変良い機会でした。

　実際にインターンシップに

参加した事で、社会にでて働

くことの厳しさや人々の温か

さを改めて実感することが出

来ました。私は設計業務の一

連の作業を経験することに

よって、自分が何を目標に今

後進んでいけばいいのか、わ

ずかながら自分と向き合えま

した。

　現在に至り、私が感じ得た

物は少しずつではありますが

形となっているような気もし

ます。まだ学生なので、その

形は甘ちゃんでしかないのか

もしれませんが、私にとって

東北工業大学３年生の夏は大

変重要で、貴重な経験をした

２週間でした。

（株）佐藤総合計画東北事務所にて作成した、特別養護老人ホーム
の縮尺 1/200 の模型。

建築学科
高橋　愛さん

（株）佐藤総合計画東北事務所

自分の夢を見つめ直したい

デザイン工学科
石橋康永さん
デザインアートセンター

インターンシップを通じて
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　　インターンシップ体験記

　私は３年生の夏、緑設計

（株）でのインターンシップに

参加しました。

　緑設計（株）は主に公園設

計を多く手がけ、生態系保全

モニタリング調査をするなど

環境にも深く関わっている会

社です。

　活動の動機は、将来設計関

係の仕事に就きたいことと環

境に興味があったことから志

願しました。

　５日間という短い期間でし

たが、学校生活では経験する

ことのできない現場での仕事

は新鮮なものがあり、社会の

雰囲気を肌で感じることがで

きました。仕事に対する正確

さと真剣さは、のんびりとし

た学生の私にとっては自分の

甘さに気づかされるものでし

た。しかし、だからこそ自分

自身ここのままではいけない

という意識が持てたのだと思

います。

　また、社員の方々と話をし

て仲良くなり、仕事を教わっ

ていくうちに自分自身の視野

が広がり成長する良い機会に

なったと思います。

　自分を高めることができ、

実際の社会の雰囲気を肌で

感じることができるこのイン

ターンシップの機会を、今後

も多くの学生が活用し、貴重

な体験をしてほしいと思いま

す。

　昨年の夏、インターンシッ

プで仙台河川国道事務所に

行ってまいりました。２週間

という短い期間ではありまし

たが、とても刺激的な時間を

過ごすことができました。

　研修期間中は一般国道４号

蔵王拡幅事業について調べた

り、現場研修を体験しました。

蔵王拡幅によって以前より渋

滞が減少した箇所と、逆に増

加した箇所がありました。そ

の原因を調べてみると拡幅さ

れた所はスムースになってい

るが、出入口付近で渋滞が起

こっているのです。このよう

に改善されたものもあれば、

新たな課題も出てくるので

す。道路行政にはマネージメ

ントサイクルというものがあ

り、一度行った事業を再度見

直し、残された課題を改善し

ていく仕事があるというのを

インターンシップを通して知

りました。

　また、現場研修では工事中

の高速道路や橋を見学しまし

た。中でも一番感動した勾当

台公園付近に埋められている

共同溝見学でした。災害時で

も被害を最小限にするため、

水道・電話線・ガス管を地中

に埋めて守っているのです。

偶然にもインターンシップ中

に地震と台風という２つの災

害に遭い災害対策本部を見学

することができました。

　このインターンシップを通

じてたくさんのことを経験

し、実際に社会に出てヒトと

して大きな財産を手に入れる

ことができました。キャンパ

スで勉強することは勿論大切

なことです。しかし身の回り

ばかりを見るのではなく、少

し視野を広げて色々なことに

チャレンジする精神が大切な

のだと学びました。

インターンシップを通じて

建設システム工学科
平野 匡美さん
緑設計（株）

大きな財産を手に入れた

環境情報工学科
村上 拓馬さん
国土交通省東北地方整備局
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青森県支部同窓会開催
　平成 18 年６月３日（土）

青森市内のホテルにて、青森

県支部同窓会が開催されまし

た。支部結成に至るまで前史

は長く、単学科ごとの会合は、

以前から実施されていたもの

の、今回、新会長に倉橋純造

氏を推薦し、東北工業大学の

藤井事務局長はじめ、各学科

教授、同窓会本部、後援会の

多くの方々のご協力をいただ

き、やっとのおもいで開催の

運びとなりました。

　７名で組織した準備会も３

月に入り具体的な行動にうつ

り、まずは身近な声がけから

と・・・

　苦労の甲斐が実り、開催当

日は、18 名の来賓の皆様の参

加もいただき総勢 70 余名に

て、盛大に開催されました。

書面ではありますが心から感

謝申し上げます。

　久々の友人、先生との再会。

初対面の名刺交換。当時を想

いだしての会話も時間を忘れ

させていたようです。『よさ

こいソーラン＆ねぶた囃子』

の余興も会場をさらに盛り上

げ一足早い夏祭りの雰囲気を

感じさせました。２次会への

参加者も予想をはるかに超

え、同窓の絆が、なおいっそ

う深まったようです。その後

も、翌日の父母懇談会を気に

しながらめいめい夜の繁華街

へと更なる親睦を求めて、流

れていったはずです。

　今後の同窓会の動きとし

て、きちんとした組織を確立

し、県内各地区ごとの活動を

活発化していただき、交流を

図っていくつもりです。

　何かのきっかけがなければ

本気になれない。何かのきっ

かけがなければ、出会いが生

まれない。何かのきっかけで

工大で学び、何かのきっかけ

で同窓会に参加する。今回の

出会いに感謝するとともに、

まだまだ身近に居られる同窓

の方々を誘い輪を広げてゆき

たい。

　ご尽力くだっさた工大の役

員、教授、本部同窓会、後援

会の皆様に深く感謝し、来年

の更なる拡大に向けて NEXT 

TRY!
青森支部監事　黄金山竒　勉

（建築学科　11 回生）

北海道支部　2005
　2005 年 ８ 月 31 日（ 水 ）

の夕刻、幹事役である札幌市

役所勤務、山口龍彦氏のお世

話でサッポロビール園を会

場に北海道支部会が開催さ

れました。山口氏はアスベ

スト問題処理に追われ、多

忙を極める中でのセッティ

ングを余儀なくされため、多

くの方に声がけできなかっ

たとのことでありました。そ

れにもかかわらず、菅野堅

介支部長をはじめ、15 名の

OB 諸氏が万障を繰り合わせ

て集まってくれました。

　今回の支部総会は北海道

工業大学との総合定期戦第

20 回記念大会を機会に開催

されたので、大学から建設

システム工学科の外門教授、

栗原技師、建築学科の船木

講師、情報通信工学科の高

野教授、電子工学科の庄司

教授そして榎本、広報室の

赤間助手が参加しました。

　北海道から本学に学ぶ学

生はめっきり減少し、さびし

い限りですが、北海道に在住

する多くの OB 諸氏の活躍ぶ

りを見聞きするにつけ大変

頼もしく思えた次第であり

ます。私は支部総会に毎回

参加しているので、顔馴染

みになった工業意匠学科卒

で自治タイムス社の千葉敏

一氏、エスケー石材企画の

中股敬氏と話が弾みました。

そして、会報が届かないと

のお小言も頂戴しました。

　楽しい時間が持てたこと

は感謝。
運営委員　榎本　幹

（電子工学科　1 回生）

北海道支部
活 動 報 告部支

青森支部
活 動 報 告部支



　昨年の東北工業大学同窓

会設立 20 周年記念事業の一

つ、技術革新と社会制度の

進展を中心に、それぞれの

立場から樋口陽一先生と岩

崎俊一先生の意見交換の対

談に興味を持ち聞かせてい

ただきました。

　理科系・文科系のミスマッ

チかと思いつつ見事。会長さ

んはじめ役員の皆々様には

大変な苦労だったと思いま

すが、大盛況のうちに終わ

りおめでとうございました。

　私達、後援会も昭和 60 年

４月発足、今年で 21 年目

を迎えることが出来ました。

これも同窓会の皆様には格

別のご理解とご支援を賜り、

厚くお礼申し上げます。特

に後援会の年間重要施策で

あります父母懇談会の開催

に際しましては、関連して

実施されます講演会の講師

として同窓会からの皆様の

ご参加、ご協力をいただい

ております。聴講された学

生のご父母の皆さんからも、

大学の先輩としての実践を

踏まえた具体性のある講演

に大きな讃辞が寄せられて

いるところであります。今

後もよろしくお願いいたし

ます。

　今年も６学科 754 名の学

士が、新たに巣立っていき

ました。博士も 28 名が誕

生、東北工業大学卒業生も

27,334 名が、全国各地で産

業界、教育界、公共機関など

の広い分野において活躍し、

社会から信頼と高い評価を

　東北工業大学後援会主催

の父母懇談会が６月３日

（土）に開催された折、同窓

会新潟支部会も第 10 回目の

支部総会を開催いたしまし

た。 

　今回の総会から日程を、例

年の 11 月から後援会父母懇

談会と同日開催とし、同窓

会会員だけでなく在学生の

父母の皆さん、そして先生

方との意見交換が出来、大

変有意義な会となりました。

また、父母懇談会には各学

科の先生がお見えになられ

ることから、今まで参加さ

れていなかった方の出席が

目に付きました。今年度は

学校見学会、卒業予定者と

の懇談会等、後援会新潟県

支部とも密接な連絡を保ち、

より一層新潟県内の東北工

大のネットワークを確立し、

同窓生だけでなく、在校生

の活動も支援できる様、活

動を行っていきたいと考え

ています。

新潟支部　会長　篠川 恒
（土木工学科　3 回生）

新潟支部講演会

新潟支部
活 動 報 告部支

東北工業大学後援会副会長
長島 久雄（ながしま ひさお）氏
1941 年　仙台市生まれ
1964 年　東京写真専門学校卒
同　年　東北放送（株）入社・報道カメラマン
1972 年　記録映画・コマーシャル制作
2001 年　東北放送定年退社
同　年　東北映画制作入社
2005 年　　同　　　　退社
現　在　趣味の残したい風景などを写真に収めて
　　　　全国を旅

本学後援会との連携強化
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後援会総会での齋 精一後援会会長



大学からのお知らせ

教育振興資金事業計画の
寄付募集について 財務課長

古山 芳雄

得られております。

　学長からの提案創造研究

とそれを展開する研究に加

えて、実社会との融合を図る

統合研究「創造から統合へ・

仙台からの発信」をスロー

ガンから始まり、学生にわ

かりやすく社会に出て、す

ぐに実践力のある学生を送

り出そうと平成 15 年 10 月

に仙台市の中心部に「東北

工業大学一番町ロビー」を

オープンさせ一階にはギャ

ラリーを、学生と地域住民

との交流、そして４階ホー

ルでは学内外講師による学

術講演会・シンポジウムな

ど教職員によるひとつの社

会貢献として各会多くの参

加がありたびたびマスコミ

にも取り上げられ東北工業

大学の名前を紹介されるま

でになりました。

　学内に目を向ければ同窓

生には懐かしい１号館（大

学創立当初の建物）に変わっ

て新１号館が今年 7 月末に

完成します。学生との関わ

りを第一義に、学生サービ

ス・執務スペースの一元化

を実現。正門も変わり新キャ

ンパスとなります。ぜひ一度

母校に足を運んでください。

　後援会の事業でも同窓会

との連携強化を掲げており、

岩手、秋田、山形、福島の

同窓生による支部の立ち上

げに力を入れてほしいとこ

ろであります。父母の立場

から地域の方々との意見交

換を望んでいるところです。

　これから学生の少子化問

題で一人でも多くの入学生

確保に大変な時代にはいっ

ております。今後大学ご当

局・同窓会・後援会が三位

一体になり大学発展のため

これまで以上に連携を密に

に努めましょう。この場を

お借りして同窓会の皆様の

ますますのご活躍を祈念す

るところです。

　同窓会会員の皆様におか
れましてはお元気にご活躍
のこととお慶び申し上げま
す。日頃より東北工業大学
に対しまして、多面にわた
りご支援ご協力を賜り、厚
く御礼申し上げます。
　さて、同窓生の皆様が学
生生活を過ごした思い出深
い香澄町キャンパスの現 1
号館 ( 通称：蜂の巣校舎 ) は、
築後 40 数年を経て老巧化と
ともに耐震性能が著しく劣
化したことで建て替えるこ
ととなったことは、ご承知
のとおりです。新校舎は正
門から動物公園に向かうバ
ス通り沿いに、学生サービ
スの向上及び執務機能の向
上を強く意識した設計のも
と、昨年６月に着工し、いよ
いよ今年７月末に完成の運
びとなりました。学生のさ
まざまな用件を同じ場所で
対応できるよう窓口を統合
するなど、学生の視点に立っ
た利用しやすい機能と空間
を備えた明るい校舎イメージ
で、大いなる期待が寄せられ
るところであります。
　また、学生 ･ 生徒の勉学
の機会を側面から援助する
ことを目的とし、在学中に
おける修学上の経済的負担
の軽減を図るため、奨学金
制度を充実させる新たな助
成基金を設けました。しか
しながら、現在の金利状況
を鑑みますと、奨学金とし
ての果実 ( 受取利息収入 ) を
生み出すためには相応の基
金 ( 元金 ) が必要となります。
これらの事業目的を達成す
る為の資金確保には大学自
らが努力するものと承知し

ておりますが、同窓生の皆
様のお力添えも欠かせない
ものであることもご理解い
ただければ幸いです。
　本学では、昨年度より５年
計画で学校法人東北工業大
学「教育振興資金募集事業」
を計画し、同窓会・後援会
等の関係団体、一般企業及
び本学役員・教職員に向け
て寄付金の募集を実施して
いるところであり、同窓生
の皆様には昨年７月、同窓
会設立 20 周年記年号「工大
人」に寄付金募集の趣意書を
同封させていただき、ご協
力をお願いしたところです。
現在、同窓生個人として 120
余名の方々からご寄付をい
ただいております。
　今日、大学を取り巻く環
境は、少子化の進行ととも
に一段と厳しい時代を迎え
ておりますが、同窓生一人
一人が築き上げた大学を永
続的に発展させるため、全
学挙げて諸施策に取り組ん
でいるところです。
　つきましては、大変恐縮
に存じますが、教育振興資
金募集事業の趣旨をご理解
いただき、格別のご支援ご
協力をいただきますよう、よ
ろしくお願い申し上げます。

　末筆ではございますが、お
近くにお越しの際は、ぜひ母
校までお立ち寄りいただき、
変貌し発展しつづける工大
の姿をご覧いただき激励い
ただければ幸いです。皆様
のさらなるご活躍とご健勝
を祈念申し上げご挨拶とい
たします。
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後援会総会での秋元俊通同窓会会長の挨拶



発　行：東北工業大学同窓会
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開催日時：平成 18 年 8 月 26 日（土）
定時総会／ 16：00 〜 17：00　懇親会／ 17：00 〜 19：00

会場：ホテル仙台プラザ
（仙台市青葉区本町２丁目 20-1  TEL022-262-7111）

議題：①平成17年度事業報告　②平成17年度決算報告　③平成17年度監査報告
　　　④平成18年度事業計画　⑤平成18年度予算案　　⑥役員改選・その他

【懇 親 会】
●卒業生会員参加費／ 3,000 円●参加申込み締切り／ 8 月 15 日（火）

（郵便局にて、同封の郵便振替通知書でお申し込みください）
郵便振替口座　02250-6-42460　東北工業大学同窓会総会実行委員会　
※当日は参加者名簿を配付いたします。
　なお、名簿への記載は、締切日までに申込まれた方のみとなります。ご了承ください。

卒業された皆様へ

同窓会・後援会事務局スタッフ
高橋優子さんのご紹介
　今年４月から同窓会と後援会の事務局

担当になりました。大学と同窓会と後援

会の連携がさらに強化されるよう努めて

参りたいと思います。

　最近、ＯＢ・OG の方々との交流の場に

出席する機会も増え、改めて人と人との繋

がりの大切さを実感しています。これから

は工大同窓会が情報交換の場としてもっと利用され、会員

間のネットワークづくりが円滑になるよう頑張っていきた

いと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

高橋優子

東北工業大学同窓会
第 22 回定時総会のご案内

東北工業大学同窓会　会費未納の方へ
　同窓会会費は会員間のネットワーク化事業、在学生への支援、支部活動の推進、
本学および本学後援会との共同事業等を進めるために有効に活用しております。
つきましては、同窓会会費未納の方は、別紙郵便振替通知書で、早急に納入いただ
きますようお願い申しあげます。

●終身会費　20,000 円
 （5,000 円 × ４回・10,000 円 × ２回の分割納入方法もございます）
●郵便振替口座
　02280-5-22263　東北工業大学同窓会
※すでに納入済の会員には、郵便振替通知書は同封しておりません。
　本会運営の趣旨をご理解の上、この通知をご御容赦ください。


